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事例報告①
讃岐国分⼆寺の調査成果と活⽤

渡 邊 誠（⾹川県教育委員会）

１　はじめに
　１）特別史跡讃岐国分寺跡

四国で唯一の特別史跡　

主要伽藍や寺域を示す地割が良好に残り、調査によって僧房跡の建物の間取りが判明

初期の立体的整備の事例

　２）史跡讃岐国分尼寺跡

主要建物跡が良好に残っており、尼寺としては状況が良く分かる寺院跡

２　立地と環境
　　　讃岐国分寺・国分尼寺は五色台と呼ばれる山塊の南に緩やかに傾斜する扇状地に立地し、国分寺は国

分台、尼寺は猪尻山及び城山が寺の背景となる。特に、尼寺は伽藍中軸線の延長線上の近い場所に、城

山という円錐形の山が位置する。

国分寺と尼寺は橋岡丘陵を挟んで約２㎞離れている。国府から国分寺までも約２㎞。国分寺瓦窯であ

る府中山内瓦窯跡は国分寺から南西に１㎞。国府、国分寺、尼寺、国分寺瓦窯がすべて国史跡。

　　　南に讃岐国府へと通じる南海道があり、国府へと向かう道すがら、国分寺平野伽藍山と六ツ目山の間

の唐渡坂を抜けると、眼前に２つの寺院が目の前に見える。

3 これまでの主な履歴
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4 讃岐国分二寺跡の調査成果（各建物の規模は表 1 を参照）
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５　活　用
　　１）情報発信

調査研究による新たな視点と不断の見直し（資料の再発掘や見直し）

→本質的価値の顕在化・更新

　　２）現代社会における史跡の活用 

　　　　・昭和 58 ～平成８年度の保存整備事業

僧房跡の復元と公開施設の建設、築地塀跡の復元、伽藍配置模型（石造）の設置、そのほか遺

構明示の設置、ガイダンス施設として讃岐国分寺跡資料館の建設などを実施。

・学校教育・生涯学習の場としての活用

讃岐国分寺跡資料館を拠点として、企画展の開催、各種講座の開催

・「史跡まつり」（20 回）の開催

・平成 12 年以降、毎年 11 月第一日曜日に開催。地元の実行委員会による運営

　　・力餅、天平行列、サヌカイトの演奏、餅投げ etc

６　おわりに～今後の課題～
１）国分寺研究の可能性

　　　・古代最後の国家直営の巨大モニュメントとしての国分寺・国分尼寺が語ることは古代日本を考える

上で重要な意味がある。また、創建の年代だけでなく、その後の仏教拠点としての歴史の解明（創

建だけが国分寺研究ではない！）

　　　・古代仏教の地方拠点、その後の地方における仏教史を考える上で果たした役割の解明

　　　・地方における拠点（政治・経済・地域社会）としての歴史の解明

　　２）史跡公園の機能

　　　・史跡の性格や周辺環境に応じた整備の実施

・時代に応じた価値の伝え方や空間整備

　　　・持続可能な方法での史跡地の維持管理
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